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血液内科で悪性リンパ腫・急性白血病に対する化学療法中の患者で血液 培養を採取する患者(分母)のうち、
血液培養2セット採取数(分子)から求めた採取率

血液悪性腫瘍に対する化学療法後の好中球減少期は、発熱性好中球減少症などの感染症対策が重要です。
発熱時に提出する血液培養検査は２セット採取が推奨されています。臨床現場での実施率の把握および向上を
目指しています。

血液培養2セット実施を臨床指標項目と設定し、
その向上への取り組みにより90%近い実施率が
得られました。
引き続き、実施率の向上に向けて取り組んで行き
ます。

血液内科

７ 悪性リンパ腫・急性白血病に対する化学療法中の
血液培養２セットの実施率
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